
『THE NEW KING’S CROWN READERS

FOURTH REVISED EDITION BOOK ４』

昭和 18(1943) 年 / 神田乃武 編

『THE NEW KING’S CROWN READERS

『REVISED JACK AND BETTY              

ENGLISH STEP BY STEP 3RD STEP』

昭和 28(1953) 年 / 開隆堂
『ATARASHIIMICHI 

  6-NEN YO（ヘボン式）』

昭和 29(1954) 年 / 学校図書

『暗厄利亜語林大成 草稿 二』（復刻）

文化 11(1814) 年 / 本木庄左衛門ら

『SELF-FORMING PENMANSHIP』

昭和 10(1935) 年 / 開隆堂『英会話  ラジオテキスト

NO.29  講師：平川唯一』（復刻）

昭和 23(1948) 年 / メトロ出版社

『KANDA’S  ENGLISH READERS  FOR         

　　PRIMARY SCHOOLS;REVISED EDITION』

明治 37(1904) 年 / 三省堂

『英学入門　全』

明治 4(1871) 年 / 寧静斎蔵版

　平成 23年度からの小学校 5・6年生「外国語活動」必修化に伴い、小
学校での英語教育に注目が集まっています。
　しかし、小学校での英語教育は、既に明治 19年に高等小学校（現在の
小 5～中 2にあたる学齢）で選択科目として実施されていました。当時、
英語教員の資質や小・中学校連携の不備などの問題も持ち上がっています。
本展では主に明治期に学制が布かれて以降に焦点を当て、明治から昭和
にかけての学校教育で用いられた英語の教科書を中心に紹介します。そ
のため副題を「明治からの英語教育」としました。
　展示では日本において英語教育の始まるきっかけとなったフェートン
号事件の紹介、日本初の英和辞典『諳厄利亜語林大成』( 復刻 )や、近年、
英語教育では指導されなくなりつつある筆記体やローマ字の資料や、本
学が取り組んでいる「小学校英語活動プログラム」についても紹介します。
本展をきっかけにして明治からの学校教育における日本人と英語のつな
がりを考えていただけるような展示を目指しています。
　また、戦後のラジオ英会話を楽しめるリスニングコーナーや筆記体体
験コーナーなどを設け、子どもも大人も楽しめる展示となっています。
　多くの方の来館を心からお待ちしております。


